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気象や経営の変化は病害虫・雑草にも影響

温暖化
（高温やゲリラ豪雨）

経営の大規模化
（作期や品種の多様化）

問題となる病害虫・
雑草の変化

イネカメムシ

雑草高温性病害
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例１：イネカメムシ

成虫（飛べる）

幼虫（飛べない）

卵

7月～10月
（水稲、イネ科雑草の穂）

越冬地へ

11～6月
成虫で休眠
（南向きイネ科群落や林中）

25～50日
（高温ほど早い）

水田へ

・イネ、メヒシバ、ノビエ等の
イネ科植物の穂を吸汁する

・日本在来種で、1970年頃までは
それなりに被害があったが、その後ぱったりと止んで、
近年再び急増（作期や気候の変化が影響？）

3～8日
（高温ほど早い）
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イネカメムシの加害時期と被害

・出穂後、日が浅いうちに吸汁される

→不稔（減収）

・出穂後登熟し始めてから（10日～2週間以降くらい）で吸汁される

→斑点米（品質低下）

加害時期によって収量/品質のどちらに影響するかが異なる

世代を経て個体数が増えてくる6月末～7月植の晩生品種で被害大
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イネカメムシの防除
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イネカメムシの防除

（キヌ）

（キヌ）

（キヌ）
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イネカメムシの密度を減らすための検討

越冬中や水稲栽培盛期のイネカメムシは分散している。
一か所に集中する時期を叩けないか今後検証していきたい

越冬に向かう
世代を減らす

・水稲栽培終期は
晩生の飼料イネや
ひこばえ、畦畔
イネ科雑草に集中

・ひこばえの耕うん
（特に6月上旬以前
の移植日のもの）

・飼料米の防除

・草刈り

越冬してきた
世代を叩く

・越冬してきた
世代は周辺地域で
一番早い出穂期の
ほ場に集中

・あえて出穂期の
早い品種のほ場を
作り、そこに集めて
重点的に防除する
というのもあり
（地域の理解や
協力が必要）
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例２：高温性病害

もみ枯細菌病 もみ枯細菌病とごま葉枯病の混発

・令和6年の熊谷市の水稲栽

培では、高温多湿で発生する

病害が問題となった。

・特に穂枯れを伴うものが被

害が大きく、ほ場によっては

イネカメムシよりも大きな被害

・8月下旬の降雨が多かった

ため、この頃に出穂～登熟初

期だったものが中心に被害を

受けた
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ごま葉枯病ともみ枯細菌病

・ごま葉枯病

種子伝染性の糸状菌病で、適温25～30℃

葉や穂に褐色で円形の小斑点が形成され、激発すると穂枯れに至る

育苗期と出穂～10日後頃の高温多湿で発生が助長

施肥が少ない、または鉄やマンガンの少ない老朽化水田で多発

・もみ枯細菌病

種子伝染性の細菌病で、最適温度30～35℃

育苗期の腐敗および穂が褐変して不稔となり直立する症状を引き起こす

特に催芽温度が30～32℃程度の高温だと育苗期に多発し、蔓延につながる

育苗期と出穂～10日後頃の高温多湿で発生が助長
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高温性病害への対策

農閑期（12～3月）

・マンガン豊富に含む資材（マンキチ30号など）を40kg/10a程度施用後耕起（ごま葉）

種子消毒（4～5月）

・温湯消毒の効果が低い場合、テクリードC等で種子消毒（ごま葉、もみ枯細菌）

・浸種、催芽、育苗温度は30℃以下 、多かん水を避ける（もみ枯細菌）

箱剤（5～6月）

・糸状菌・細菌病両方に効く抵抗性誘導機能を持つ剤の施用（Ｄｒ．オリゼリディア箱粒剤

等）（ごま葉、もみ枯細菌）

水管理（6～9月）

・中干し励行。中干し前でもガスが多い時は1～3日落水し、再入水（還元害対策にもな

る。除草剤施用後間もない場合は落水せず、施用1週間後以降に落水）（ごま葉）

本田防除（8月）

・ブラシンフロアブル（糸状菌、細菌病両方に効果あり）の施用（ごま葉、もみ枯細菌）
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例３：大規模化で顕在化した雑草害

・熊谷市内では、落水条件下

で出芽するイヌビエ、アゼガヤ、

クサネムなどが多発傾向

・除草剤処理後に落水してし

まった場合や、代かきムラで高

くなった箇所に出てくる

・経営大規模化により管理が

粗くなってきている？

11



農閑期の対策：埋土種子量を減らす

・「雑草の埋土種子量が増えていく ＝ ほ場の負債が貯まっていく」と考える

（雑草の増殖率を1倍未満に抑えないと、年々発生量は増加していく）

・ほ場表面に落ちているノビエ、アゼガヤ等の種子

→収穫後耕起前にプリグロックスＬを散布すると、一年生雑草は発芽後まもなく枯死

・クログワイ等の多年生雑草

→水稲収穫時に高刈りし、再生した所にラウンドアップを散布すると塊茎を枯らせる

・休眠している雑草種子

→石灰窒素を１０ａ当たり５０ｋｇ程度施用すると雑草種子の休眠が解けて一斉に発芽し

てくるため、施用後1か月ほどしたら花が咲く前に耕起して減らす

（石灰窒素を施用した場合は、基肥を減らす、もしくは省略可能）
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除草剤施用の省力化と剤選択

・水管理を徹底しないと、田植え同時処理1回では厳しい

（落水条件で出やすい雑草が市内で増えていることが水管理の徹底が難しくなってきて

いることを物語っている）

・移植後30日頃までに2回散布

→「田植え同時＋中後期剤」が普通だが、この時期は忙しく散布が遅れがち。「代かき同

時＋田植え同時」の２回処理体系の導入も要検討。例えば、滴下装置を用いれば代か

き同時で「デルカット乳剤」を施用可能。

・残効の長い成分を含む剤を推奨

→特に、「代かき同時＋田植え同時」の２回処理の場合、残効が長い必要があるので、

このときの田植え同時処理剤としては、落水に強いトリアファモンという有効成分を含む

ボデーガード1kg粒剤やプライオリティ1kg粒剤、イザナギ1kg粒剤等を推奨。
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雑草は小さいうちに叩く

雑草の種子
が落ちる

雑草の種子

雑草との
光、養分競合

生育不良

早い防除

遅い防除

大きいので
除草剤が
効きにくい

小さいので除草
剤が効きやすい

まだ花が咲いて
いないので種子
は落ちない

光、養分競合
がない

生育良好

埋土種子量が
減る
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まとめ

イネカメムシ 雑草高温性病害

対策

ほ場の防除

・出穂期～穂揃期、穂揃7～10日後

頃の2回防除（晩生水稲は特に注意）

・草刈り（出穂前後2週間は控える）

地域の密度低減

・ひこばえの早期耕うん

・飼料米の防除

・出穂期の早いほ場の重点防除

・マンガン資材施用後

・種子消毒

・浸種、催芽、育苗温度は30℃以下

・多かん水を避ける

・糸状菌・細菌病両方に効く

抵抗性誘導機能を持つ箱剤の施用

・還元害対策

・ブラシンフロアブルの本田施用

・農閑期の除草剤施用

・石灰窒素施用

（1か月程度後耕起）

・除草剤２回散布

（田植え同時+中後期もしくは

代かき同時+田植え同時）

・残効の長い剤の施用

・小さいうちの防除徹底
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